
平成２９年4月１日 
 

西部教育事務所 

家庭学習アイデアＢＯＯＫ 



【 もくじ 】 

はじめに   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

 

第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

   ○ 目的を明確にしましょう ・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

   ○ 推進のための担当を明確にしましょう ・・・・・・・・・ ４ 

   ○ 発達段階に応じた内容と量を考えましょう ・・・・・・・ ５ 

   ○ 授業と家庭学習のサイクル化を図りましょう ・・・・・・ ７ 

   ○ 共通理解・共通の指導を行いましょう ・・・・・・・・・ ９ 

 

 

第２章 「家庭学習の手引き」の作成・見直しのために 

   ○ 家庭学習の目的や意義を伝えましょう ・・・・・・・・・１７ 

   ○ 学校として求める学習時間のめやすを伝えましょう ・・・１９  

   ○ 生活リズムの中に学習を位置付けるよう 

                   働きかけましょう ・・・・２０ 

   ○ 家庭学習の進め方を明確にしましょう ・・・・・・・・・２２ 

   ○ 家庭学習の心得を伝えましょう ・・・・・・・・・・・・２４ 

   ○ 保護者にお願いしたいことを載せ、協力を得ましょう ・・２７ 

  

参考資料 

   ○ 高い成果を上げている学校に共通する７つの特徴 ・・・・２９  

   ○ 家庭学習見直しの手引き ・・・・・・・・・・・・・・・３１ 

   ○ 読書活動の推進について ・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ はじめに 

 子どもたちの学力向上を図るには、「授業の充実」が一番の柱ではあるものの、家

庭学習も欠かせません。今回、西部教育事務所では、平成２１年度に作成した「家庭

学習アイデアＢＯＯＫ」を改訂することとしました。 

 平成26年度文部科学省委託研究「学力調査を活用した専門的な課題分析に関する

調査研究（効果的な指導方法に資する調査研究）」（お茶の水女子大学）において、

高い成果を上げている学校に共通する７つの特徴の中の１つとして家庭学習指導が取

り上げられています。 

 しかしながら、どの学校でも家庭学習指導をしているにもかかわらず、「効果のあ

る学校」とそうでない学校が存在するのも事実です。各校における取組を効果のある

取組とするために、今の取組を再検証してもらいたいと思います。 

 各学校で「復習・予習→授業→復習・予習」のサイクル化が図られ、「効果的な家

庭学習指導」とするための手掛かりとして、ご活用いただきたいと思います。 

 

 

                               西部教育事務所 

 

はじめに 
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家庭学習アイデアＢＯＯＫ はじめに 

 家庭学習については、いくつかの捉え方があると思いますが、このアイデアＢＯＯＫでは、

家庭学習を「宿題」と「宿題以外の家庭での学習」として捉え、以下のように整理して考え

ることとします。 

 「宿題」は、教師の直接的な指示・管理のもとで行われる家庭学習とし、どの児童生徒に

も一様に課される学習課題とします。「宿題」は、授業で学習した内容の理解を深め、定着

や習熟を図るものであったり、次時の授業の予習であったりと、授業とのサイクル化を意図

した内容が課されることが多く、授業展開にも大きく関係するものであると考えられます。 

 「宿題以外の家庭での学習」は、児童生徒の自主的な学習であり、教師による内容や提出

期日の直接的な指示・強制の対象ではないものとします。しかし、自主的な学習としてふさ

わしい内容の例示やその進め方、家庭学習の計画づくりの指導やその学習への励ましなど、

児童生徒の発達段階に応じた教師の指導性の発揮が期待され、必ずしも教師の無関与を前提

とした学習ではないと考えられます。 

 

＊このアイデアＢＯＯＫでは、自主学習（見つけ）ノート等、内容・量は指定していなくて 

 も、必ず提出を指示している場合は「宿題」としています。また、通塾による学習は「宿 

 題以外の家庭での学習」に含めていません。 

 

２ 

この家庭学習アイデアBOOKでは 

   「家庭学習」「宿題」を以下のように捉えています。 

授 業 

宿 題 

宿題以外の家庭での学習 

直接的 

間接的 

教師の指導 

家
庭
学
習
 

通塾による学習 



 

第 １ 章 

 

家庭学習を組織的な取組とするために 

 

 ここでは「組織的な取組とするために」として、各学校での家庭学習の取組

を見直すためのヒントを紹介します。 

 また、巻末の資料「家庭学習見直しの手引き」も併せてご活用ください。 

 「学校としての取組」であることが重要です！ 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

  家庭学習の目的（例）  

   ○ 学習内容（基礎・基本）の定着 

   ○ 学習習慣（予習・復習）の定着 

   ○ 授業と家庭学習のリンク・サイクル化 

   ○ 学習意欲（自主的に学習する力）の向上  等 

目的を明確にしましょう 

 学校としての共通理解を図り、組織的な取組を行うための第一歩は、目的を明確にするこ

とです。家庭学習を通して、児童生徒にどんな力を付けたいのかを明確にしておきましょう。 

家庭学習を通して育てたい児童生徒の姿（例） 

 ○ 基礎的・基本的な知識・技能を習得した児童生徒 

 ○ 家庭学習の習慣や自分で学習する力を身に付けた児童生徒 

 ○ 時間を有効に使うことのできる児童生徒 

 ○ 新たな疑問を解決したり、難問に挑戦したりしようとする児童生徒 

３ 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

推進のための担当を明確にしましょう 

 学校が組織的に家庭学習を推進していくためには、全教員が一体となって取り組む体制を

整える必要があります。そのために家庭学習を推進する担当教員やチームを明確に位置付け

ることが大切です。 

（参考事例）学校組織への位置付け〔中村中学校〕 

 

  ＊運営・組織図の一部 

４ 

 

○学力向上部会 

  ☆授業づくり（○○、○○、○○、○○） 

  ☆帯タイム （○○、○○、○○） 

  ☆家庭学習 （○○、○○、○○） 

○仲間づくり部会 

  ・・・ 

＊分掌担当一覧表の一部（実際には担当者名が入ります。） 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

 ＜内容＞ □繰り返したり、続けたりすることで効果が上がる内容ですか。 

      □思考力・創造力が必要な内容ですか。 

      □次時の授業への期待が膨らむ内容ですか。       等 

 

 ＜ 量 ＞ □学校で定める家庭学習時間の目安に見合った量ですか。 

      □学年間や教科間で調整した量ですか。 

      □児童生徒の生活リズムを考えた量ですか。 

      □期限や休日（長期休業を含む）等を考えた量ですか。  等 

発達段階に応じた内容と量を考えましょう 

 家庭学習は、学校の宿題と自分で内容を決めて行う学習に区別できます。 

 ただ、自分で内容を決めて行う家庭学習では、個人の興味・関心や得意・不得意等により、

教科や内容の偏りが生じてしまうことがあります。もちろん、そのことに対する指導も大切

ですが、家庭学習のすべてを児童生徒の自主性に任せるだけでは、効果的取組にならないこ

とも予想されます。 

 そこで、県や市町村、学校の課題を踏まえ、教師が宿題として、発達段階に応じた適切な

内容の宿題を一定量課すことも重要となります。 

 

 

  家庭学習状況調査（H28.5実施）において、西部管内では次の実態がありました。 

～毎日課している学校の割合（％）～

学年に応じた宿題の内容・量になっていない

教科の宿題と頻度

≪

小
学
校≫

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

４年 ５年 ６年

国 語

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

４年 ５年 ６年

算 数

～毎日課している学校の割合（％）～

数学・英語は課題が大きいのに、毎日課していない

教科の宿題と頻度

≪

中
学
校≫

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

１年 ２年 ３年

国 語

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

１年 ２年 ３年

数 学

50

55

60

65

70

75

80

85

90

95

100

１年 ２年 ３年

英 語

５ 

  チェックしてみましょう！ 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

６ 

（参考事例１）学年段階別の家庭学習の手引き〔宿毛小学校〕 

かていがくしゅうの手びき 

                               すくも小学校 

１・２年生 

３０分
ぷん

以上
いじょう

はがんばろう 

  べんきょうをはじめるに前
まえ

に 

   ・テレビ
て れ び

をけしてしゅうちゅうしてやりましょう。 

   ・つくえの上をかたづけましょう。 

   ・今日
き ょ う

はどんなべんきょうをするのかきめましょう。 

 ☆学
がく

しゅうのしかた   ノート
の ー と

に日付
ひ づ け

を書
か

いてからはじめましょう。 

◇先生
せんせい

から出
だ

されたしゅくだいをしましょう。 

◎他
ほか

にもこんなべんきょうを してみましょう。 

【国語
こ く ご

】  １  いままでにならったかん字
じ

をノートにれんしゅうしましょう。 

２ カタカナのことばをみつけて書
か

いてみましょう。 

３ 教科書
きょうかしょ

の文
ぶん

をノートにうつしてみましょう。 

４ 図書
と し ょ

の本を読
よ

んでみましょう。 

５ 日記
に っ き

を書
か

いてみましょう。 

 

【算数
さんすう

】  １ 今日
き ょ う

ならったもんだいをもう一どやってみましょう。 

            ２ 計算
けいさん

もんだいを作
つく

って、やってみましょう。 

            ３ お話
はなし

のもんだいを作
つく

って、こたえを出
だ

してみましょう。 

            ４ 計算
けいさん

ドリルをやってみましょう。 

            ５ 教科書
きょうかしょ

のれんしゅうもんだいをやってみましょう。   

     

【その他
た

】 １ 生
い

きものしらべをしてみましょう。 

    ２ きせつの草花
くさばな

をしらべてみましょう。 

 

  べんきょうがおわったら 

   ・えんぴつをけずりましょう。 

   ・あしたのじかんわりをしましょう。 

   ・わすれものがないか、もう一どたしかめまし 

 宿毛小学校 

３・４年生 

４５分以上はがんばろう 

勉強を始める前に 

・ テレビを消し、集中してやりましょう。 

・ つくえの上をかたづけましょう。 

・ 今日はどんな勉強をするのか決めましょう。 

 

☆学習のしかた ※ノートに日付とメニューの番号を記入してはじめましょう。 

 

◇先生から出された宿題をしましょう。 

◎他にもこんな勉強をしてみましょう。 

【国 語】 １ 漢字の練習をしてみましょう。 

      ２ わからないことばの意味調べをしてみましょう。 

      ３ 教科書の文を写してみましょう。 

      ４ 「ことば」や「てびき」を開いて、問題をといてみましょう。 

      ５ 新聞やテレビのニュースで、気のついたことや関心を持ったことをノート 

        に書いてみましょう。（新聞を切りぬいてはったり、メモをしたりしましょう。） 

６ ローマ字でことばやお話を書いてみましょう。 

      ７ 読書をしましょう。 

      ８ 読んだ本の感想を書いてみましょう。 

      ９ 日記や作文を書いてみましょう。 

 

【算 数】 １ 今までにしたことのある問題をもう一度やってみましょう。 

      ２ テストやプリントでまちがえた問題をもう一度やってみましょう。 

      ３ 自分で問題を作ってといてみましょう。 

      ４ 問題集（ドリルなど）をやって、答え合わせもしてみましょう。 

      ５ 三角定規やコンパス・分度器などで、図をかいてみましょう。 

      ６ 前に勉強したことを復習してみましょう。 

 

【その他】 １ 社会や理科の本を読んでみましょう。（今学習しているところや次に学習するところ） 

      ２ テストのための勉強もしてみましょう。 

      ３ 学習した大切なところをまとめてみましょう。 

４ 明日、学習するところを勉強してみましょう。 

 

勉強が終わったら 

・ えんぴつをけずりましょう。 

・ 明日のじかんわりをしましょう。 

・ 忘れ物がないかもう一度たしかめましょう。 

      家庭学習の手引き   宿毛小学校 

５・６年生 

1 時間以上はがんばろう 

 

勉強を始める前に 

・ テレビを消し、集中してやりましょう。 

・ 机の上を片付けましょう。 

・ 今日はどんな勉強をするのか決めましょう。 

 

☆学習のしかた ※ノートに日付とメニューの番号を記入してはじめましょう。 

 

◇ 先生から出された宿題をしましょう。 

◎ 他にもこんな勉強をしてみましょう。 

【国語】 

１ 筆順、読み方、送りがなに気をつけて、漢字の練習をしましょう。 

２ 分からない言葉の意味を調べましょう。 

３ 新聞やテレビのニュースで、気のついたことや関心を持ったことをノー 

トに書いてみましょう。（新聞を切り抜いてはったり、メモをしたりしま 

しょう。） 

４ 日記や作文を書いてみましょう。 

５ 読書をしましょう。 

６ 視写をしましょう。 

【算数】 

１ 今日学習した問題をもう一度やってみましょう。 

２ 分からない問題は、教科書やノートを見て調べましょう。 

３ 計算ドリルや教科書の問題を、速く正確にできるように、繰り返し練習 

しましょう。 

【その他】 

１ 明日学習するところを勉強してみましょう。 

２ テストのための勉強もしてみましょう。 

３ テストやプリントで間違ったところを、もう一度やり直してみましょ 

う。 

４ 今日学習した大切なポイントを整理しましょう。 

５ どうしても分からないことは、先生や友達に質問できるようにしておき 

ましょう。 

勉強が終わったら 

・ えんぴつをけずりましょう。 

・ 明日の時間割をしましょう。 

・ 忘れ物がないか、もう一度確かめましょう。   

（参考事例２）特別支援学級の家庭学習の手引き〔三浦小学校〕 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

授業と家庭学習のサイクル化を図りましょう 

７ 

 家庭学習が次の授業にどのようにつながるのかを、児童生徒自身が理解しておくことは大

切です。そのことにより家庭学習をする必然性が生まれ、児童生徒の家庭や授業での学びが

主体的になり、量・質ともに高まっていきます。 

  授業と家庭学習のサイクル化（案１）   □教師の活動 ○児童生徒の活動 

  □ 教師が次の授業へ向けてのワンポイントの課題や視点を与える。 

           ↓  

  ○ 課題に基づいた家庭学習を行うことで、新たな興味や関心、知識を持つ。 

           ↓ 

  □ 児童生徒の家庭学習を授業の中で生かす。 

           ↓ 

  ○ 授業内容の理解が進み、興味・関心も増す。 

 

 

     ＊ 次の授業に臨む児童生徒の望ましい準備が行われる。 

     ＊ 効果的で多様な学習展開が構成できる。 

  授業と家庭学習のサイクル化（案２）   □教師の活動 ○児童生徒の活動  

  □ 教師が次の単元や授業内容を基に、関連既習事項の復習を宿題として出す。 

           ↓  

  ○ 次の単元や授業で必要とする既習の知識・技能の復習を行う。 

           ↓ 

  □ 授業において、既習事項の想起・確認に時間を取ったり、児童生徒が器具の操作 

    方法を間違ったりすること等により生じる時間のロスをなくすことができる。 

            

 

     ＊ 授業における時間配分の改善が図られる。 

      （本時の目標達成のための活動に、時間をかけることができる。） 

 

  （指導例）中学２年数学 

   ＊（連立方程式の学習期間中に）次に一次関数の単元に入ることを見据え、考え 

     方としての関連が深い １年 比例 の復習問題を宿題とする。 

  （指導例）中学理科 

   ＊ 次の授業でガスバーナーや顕微鏡を生徒が久しぶりに使うこととなるため、事 

     前にそれらの操作方法の復習を宿題とする。 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

（参考事例１）家庭学習とのリンクを位置付けた単元構想（学習指導案）〔中村小学校〕 

８ 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 第１章 家庭学習を組織的な取組とするために 

 教師一人一人の家庭学習に対する考え方が違い、それぞれがバラバラの取組を行うと、児

童生徒も混乱し、効果的な成果を上げることは期待できません。 

 学校としての共通理解を図り、組織的な取組（共通の指導）を行いましょう。 

共通理解・共通の指導を行いましょう 

９ 
 

共通理解するのは誰と誰？ 

 

 もちろん、学校としての組織的な取組とするために、 

まずは教師間の共通理解が不可欠です。 

 しかし、効果的な家庭学習とするためには、児童生徒 

自身が「なぜ家庭学習が必要なのか」、「どんな学習を 

すればよいのか」「どのようにすればよいのか」を理解しておく必要があります。つまり、

児童生徒にそれらを丁寧に伝え、共通理解を図っておくことが大切です。 

 また、児童生徒の家庭学習の実施、充実には、家庭の方の声掛けや点検等による協力が不

可欠となります。そのため、学校でどのような宿題を出しているのか、どのような家庭学習

を目指しているのか等を伝え、保護者との共通理解を図ることが大切です。 

共通理解を図るために 

  

 「家庭学習の手引き」の作成・配布は、教師間、児童生徒、保護者との共通理解を図

るための最も有効なツールと考えられます。（これについては、この後、詳細に取り上

げることとします。） 

 また、各学年や各教科での宿題を一覧表にしたり、家庭学習の月別予定表を作成した

りすることで、全体像の把握ができ、発達段階に応じた適切な内容や量になっているか

も確認できると同時に、それらを児童生徒に配布することで、児童生徒の見通しを持っ

た取組につなげることもできます。 

  

「見える化」による共通理解を 

教 師 

児童生徒 家 庭 

共通理解 
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（参考事例１） 

  家庭学習の手引き〔東山小学校〕 

  ＊下じきにして配布することで、 

   いつでも、すぐ見えるように 

   した工夫。 

  

 年度当初の学級のオリエンテーションや宿泊研修の場を利用するなどして、家庭学習

の取り組み方について共通確認する時間を設定してみてはどうでしょうか。 

 せっかく「家庭学習の手引き」等を作成しても、与えただけでは十分に活用されない

ことが考えられます。児童生徒への十分な説明を行いましょう。 

 また、学級懇談や家庭訪問の場を利用するなどして、保護者へも十分な説明を行いま

しょう。 

「家庭学習ガイダンス」の時間を 

  

 多くの学校では、すでに家庭学習の目安時間や取組内容をまとめた「家庭学習の手引

き」を作成していることと思います。 

 家庭学習を確実に学力に結び付けるための「やり方の指導」には、この「家庭学習の

手引き」を活用することが効果的であると考えられます。 

 しかし、せっかく作成していても「何年間も見直しがされていない」「教員すら内容

を把握していない」「年度当初に配布したきり」などということはありませんか？ 

 また、作成していない学校は、これを機に作成しましょう。 

 

 ＊ 具体的な内容等については、［ 第２章「家庭学習の手引き」の作成・見直しのた 

   めに ］をご参照下さい。 

「家庭学習の手引き」の作成・見直しを 
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学校での生活

行事予定等

1 水 視写 × 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

2 木 視写 × 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

3 金 １・２年期末テスト 視写 × 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題 ライティングシート（火曜提出）

4 土 Ａ日程入試・期末テスト 視写 ○

5 日 Ａ日程入試 ○

6 月 代休 ○

7 火 読書 ○ 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題 ライティングシート（水曜提出）

8 水 クラスマッチ 読書 × 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

9 木 ＳＣ 読書 ○ 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

10 金 読書 ○ ライティングシート（火曜提出）

11 土 卒業式 読書 ○

12 日 ○

13 月 卒業式代休 ○

14 火
Ａ日程合格発表

１・２年面談参観日
視写 ○ 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題 ライティングシート（水曜提出）

15 水 視写 × 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

16 木 １・２年面談参観日 視写 ○ 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

17 金 １・２年面談参観日 視写 ○ ライティングシート（火曜提出）

18 土 ○

19 日 ○

20 月 ○

21 火 読書 ○ 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題 ライティングシート（水曜提出）

22 水 読書 × 漢字１P、自主学１P、数学１枚、英語課題

23 木 読書 ○

24 金 終業式・修了式 ○

25 土 ○

26 日 ○

27 月 ○

28 火 ○

29 水 ○

30 木 ○

31 金 ○

＊上の表以外に、理科、社会などは授業日にワークなどの宿題が出ます。

　忘れないように気をつけましょう。

漢字２P、自主学２P、数学ワーク

英語課題

漢字２P、自主学２P、数学ワーク

英語課題

漢字３P、自主学３P、数学ワーク

英語課題

春休みの宿題については、「春休みの生活」に書かれています。
計画的に取り組みましょう。

第１学年学習計画表（３月）

日 曜 朝学習 部活 毎日の課題 提出日を指定する課題

（参考事例２）家庭学習予定表〔大月中学校〕  
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（参考事例３）家庭学習予定表〔中村西中学校〕  

 

１２ 

学習計画表 11月末（期末週間）～12月（2学期末）

○社会【授業日】

　①社会科ワーク

　②教科書本読み

　【週末】①復習プリント

　【単元末】①社会科ワーク

○数学【毎日】①数学プリント

　【週末】①復習プリント

　【単元末】①数学シート、思考力問題集

○理科【週末】①予習レポート

　【単元末】①理科問題集

○英語【毎日】　①単語練習１Ｐ

　【授業日】

　①文法ポイントの定着確かめプリント

　【週末】①単語練習２Ｐor確かめプリント２枚

　【単元末】①基礎徹底シート

　①ライティングシート

毎日・週末の課題 授業日・単元末の課題

24 木
第２回地域清掃

　　　　　　　期末テスト週間
漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

25 金 県音楽研（１年授業研） 理科

26 土
具同地区防災研修会

幡多地区ＰＴＡ研究大会

27 日

28 月 数学 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

29 火 国語 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

30 水 ○ 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

1 木 期末テスト 数学 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

2 金 期末テスト 国語

3 土

4 日 市Ｐ連バレー大会

5 月 交通指導 数学 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

6 火 生徒会役員選挙 英語 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

7 水 校内研 ○ 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

8 木 数学 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

9 金 幡道研
国語

意見文

10 土

11 日

12 月 数学
漢字ノート（語彙力アップ）１Ｐ，

数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

13 火 英語
漢字ノート（語彙力アップ）１Ｐ，

数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

14 水 校内研 ○
漢字ノート（語彙力アップ）１Ｐ，

数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

15 木 数学
漢字ノート（語彙力アップ）１Ｐ，

数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

16 金 国語
コンテスト

17 土

18 日 廃品回収

19 月 三者面談 数学 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

20 火
三者面談

交通指導
英語 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

21 水 校内研 ○ 漢字ノート１Ｐ，数学プリント，英単語ノート１Ｐ，自主学習

22 木 終業式 冬休みの宿題

25日　小中交流会

26日　わたり会参観日（人権）

27日　専門部会

30日　つどい

○国語【授業日】

　①重要ポイントメモシート３行

　②文法・言語事項の振り返り１０問

　【週末】①小社会１Ｐ、

　②記述プリント、③語彙プリント１Ｐ

　【単元末】①漢字ワーク

日 曜 行事予定
帯

タイム

放課後

チャレ

ンジ

○漢字ノート２Ｐ，○自主学習２Ｐ

○小社会ノート１Ｐ，記述プリント，語彙プリント

○数学週末復習プリント

○英単語ノート２Ｐorライティングシート２枚orドリル

○社会復習プリント

○理科予習レポート

○漢字ノート２Ｐ，○自主学習２Ｐ

○小社会ノート１Ｐ，記述プリント，語彙プリント

○数学週末復習プリント

○英単語ノート２Ｐorライティングシート２枚orドリル

○社会復習プリント

○理科予習レポート

【授業日】

国語：①重要ポイントメモシート３行

②文法・言語事項の振り返り１０問

英語：①文法ポイントの定着確かめプリント

社会：①社会科ワーク，教科書本読み

【授業日の課題】

国語：①重要ポイントメモシート３行

②文法・言語事項の振り返り１０問

英語：①文法ポイントの定着確かめプリント

社会：①社会科ワーク，教科書本読み

【単元末】

国語：漢字ワーク

英語：基礎徹底シート，ライティングシート

数学：数学シート，思考力問題集

社会：社会科ワーク

理科：理科問題集

家庭学習

【冬休み中の補習予定日】

12/26,27,28

1/5,6

【１月の予定】

10日　始業式・校内研

11日　県版学力調査

18日　読み聞かせ、職員会

19日　具同小体験入学

○漢字ノート２Ｐ，○自主学習２Ｐ

○小社会ノート１Ｐ，記述プリント，語彙プリント

○数学週末復習プリント

○英単語ノート２Ｐorライティングシート２枚orドリル

○社会復習プリント

○理科予習レポート

○漢字ノート２Ｐ，○自主学習２Ｐ

○小社会ノート１Ｐ，記述プリント，語彙プリント

○数学週末復習プリント

○英単語ノート２Ｐorライティングシート２枚orドリル

○社会復習プリント

○理科予習レポート

【授業日の課題】

国語：①重要ポイントメモシート３行

②文法・言語事項の振り返り１０問

英語：①文法ポイントの定着確かめプリント

社会：①社会科ワーク，教科書本読み

【授業日の課題】

国語：①重要ポイントメモシート３行

②文法・言語事項の振り返り１０問

英語：①文法ポイントの定着確かめプリント

社会：①社会科ワーク，教科書本読み
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（参考事例４）長期休業中の宿題一覧表〔清水中学校〕  

 

1年 2年 3年

国語

・夏休みワーク 二学期に確認テストを
します
・読書感想文（専用紙３枚以上５枚以
内）

・ワーク　１１，１２，１３
・漢字１０００字
・夏休みワーク 二学期に確認テストを
します
・読書感想文（専用紙３枚以上５枚以
内）

・夏休みワーク 二学期に確認テストを
します
・読書感想文（専用紙３枚以上５枚以
内）

社会

・ワーク「地理①」
　　　Ｐ７１、７３～７５
（丸つけをして提出）

・ワークＰ６６～６９
（答え合わせをして提出）

・夏の学習１冊
・税の作文

数学
・夏休みワーク
（答え合わせをして提出）

・問題集
（丸つけ、直しをして提出、夏休みあ
けに問題集の内容でテストを行いま
す）

・夏休みワーク
（丸つけ、直しをして提出）

理科

・ワーク　Ｐ３９まで（やっていないとこ
ろ全てやってくる）
・プリント
（答え合わせをして提出）

・ワーク　Ｐ４９まで
（やっていないところを全てやってく
る）
・宿題プリント（答え合わせをして提
出）

・問題集　Ｐ１００まで
①～⑳の基本、Ａ問題をすべてやっ
てくる

美術

英語
・「高知これ単」３０～２７級（Ｐ５～２
８）をノートに２０ページする。
・語順トレーニングＰ２～７

・「高知これ単」２７～２４級の練習を
Ｂノートに２０ページ
・宿題プリント
・予習　Program 5,6

・「高知これ単」２３級～２０級（Ｐ５３
～８３）の練習：ノート２０ページ分

家庭
・夏休みあけにぞうきんを作るので、
使い古しのうすいタオルを２枚とさい
ほう道具を持ってくること。

・包丁の使い方、食材の切り方を練
習しておく。

保体 ・外で思い切りみんなと遊ぼう。
・外で思い切り遊ぶ。ゲームはほどほ
どに。

その他 ・人権作文（原稿用紙３～５枚） ・ぞうきん２枚

夏　休　み　宿　題　一　覧　表

※読書感想文は登校日に提出。　　※その他の宿題は、始業式に提出して下さい。

・風景画（1学期に完成していない人）
午前中は
7/20，21，25，26，27，28，29　　8/8，9，10，12，22，23，24，25，26の午前中で、都合の良い日に美術室に来
てください。
8/8は午後も可です。なお、家に持って帰ってやりたい人は、相談して下さい。
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    宿題ができていない児童生徒への追指導について共通確認を明確化している事例です。 

  特に中学校では、部活動との関連が大きいため、学校としての対応を決め、共通確認し 

  ておくことが大切となります。 

（参考事例５）長期休業中の宿題ができなかった生徒への対応の確認〔中村中学校〕 

教科 学年 内容 提出日 対応

１年
①国語プリント（冊子）
②漢字ノート（２００字）１０ページ

２年
①国語プリント（冊子）
②漢字ノート（２００字）１０ページ

３年
①国語プリント（冊子）　　②漢字ノート（２００字）１０ページ
③問題集（P１２０～P１３７）
※第５回実力テストに向けての勉強

１年
①基本問題集のプリント（５枚両面）
②ワークＰ．２６～Ｐ．４３（文化のところはしなくてよい）⇒マルつけを
して提出すること

２年
①基本問題集のプリント（５枚両面）
②ワークＰ．３４～Ｐ．４５⇒マルつけをして提出すること

３年 ワークＰ．８６～Ｐ．９７　【公民的分野】の復習

１年
①Ａ問題集プリント（５枚）
※過去問題プリントを１月６日の加力学習のときに配ります

２年
①Ａ問題集プリント（８枚）
②過去問題プリント

３年
①問題集（P108～111、P114～115）
②入試対策プリント（６枚）　　※第５回実力テストに向けての勉強

１年
①過去問題
②復習問題プリント（Ａ４版で８枚両面）

２年 ①復習問題プリント（Ａ４版で１０枚両面）

３年
①問題集（３年生の基本のページをすべて解く）
※残りも出来る限り入試に向けて解いておく。

１年
①過去問題
②プリント集（Ａ４版で１０枚）

２年
①過去問題
②プリント集（Ａ４版で１０枚）

３年
①英語プリント（ライティングシート中心にＡ４版２０枚）
※第５回実力テストに向けての勉強

 　  ※冬休み中
・補習等で声かけをする

・部活動の生徒は、顧問
の先生を中心に声掛け
をする

・心配な生徒は、１月４
日～６日の補習後の学
習室に来てやらせる

　  ※冬休み明け
・１月１０日（火）に教科
担任等で宿題の点検・
名簿作成する

・１月１１日（水）からは
部活動に行かず、宿題を
仕上げる

・１月１１日（水）から各
学年で対応する

・水曜日は学習支援員さ
んにも対応してもらう

冬休み宿題一覧表・宿題ができていない生徒への対応について

四万十市立中村中学校

数学
1/10
(火)

理科
1/10
(火)

英語
1/10
(火)

国語
1/10
(火)

社会
1/10
(火)

１月１１日（水）～

放課後は宿題を優先

する。

冬休みの宿題が終わ

るまでは、部活に参

加できない。
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１５ 

（参考事例６）英語科の求める４つのレベルの共通確認資料〔中村中学校 英語科〕 

   教科会として、児童生徒に求める学習内容（レベル）の共通理解を図っている事例で 

  す。よい家庭学習のノートとはどのようなものであるかを、事前に全教員が共通確認し 

  ておくことは大切です。 

   また、家庭学習（見つけ）ノートのグッドノートの紹介等をしている学校も多いと思 

  いますが、その際は「どんな点がよいのか」を付加して紹介し、児童生徒とも共通理解 

  を図りましょう。 
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１６ 

（参考事例７）家庭学習参観日の実施〔三原小学校〕 

 

 三原小学校では、家庭学習の意義や重要性、効果的な取組とするための留意点等を保

護者と共通理解を図り、家庭学習の充実につなげるために、毎年「家庭学習参観日」を

実施しています。 

 

 ＜ 平成28年度「家庭学習参観日」日程 ＞ 

 

  ○ 教科の授業参観 

  ○ 家庭学習の内容発表・充実に向けての話合い等の参観 

  ○ 家庭学習に関する講演会（保護者対象） 

  ○ 学級懇談 

 



 

第 ２ 章 

 

「家庭学習の手引き」の作成・見直しのために 

 

 家庭学習を意味あるものとするには、「なぜ家庭学習が必要なのか」「どの

ように行えばよいのか」などを児童生徒自身が理解しておくことが必要です。 

 指導に当たっては、各学校で「家庭学習の手引き」を作成し、それを基にし

た指導を行っている場合が多いと思います。 

 「家庭学習の手引き」は、児童生徒がよりよい家庭学習の取組のための手掛

かりとしたり、取組を振り返ったりする際にも非常に有効であると考えます。 

 ここでは［「家庭学習の手引き」の作成・見直しのために ］として、各学

校での家庭学習を見直すためのヒントを紹介しますのでご活用ください。 

 なお、内容においては、小学生向けと中学生向けの表現や資料が混在してい

ますので、学校種や作成の意図に合わせてご活用ください。 

 

 

「家庭学習の手引き」をもとにした指導が有効です！ 
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家庭学習の目的や意義を伝えましょう 

① 学習する習慣が身に付きます。 

 小さいうちから毎日机に向かうことは、学年が進むにつれて高度になる学習内容の確

実な習得へ向けてとても大切になります。そのため、学校での学習以外にも家庭で学習

する習慣を形成していくことが、とても大切になります。 

② 学んだことが身に付きます。 

 漢字の「読み書き」や算数・数学の「計算」、英単語などを確実に身につけるため

には、何度も繰り返して定着させることが重要です。  

 心理学者エビングハウスの研究 

によれば、完璧に覚えたつもりで 

も１日たてば７割以上が記憶から 

消えてしまうと言われています。 

しかし、反復することで忘れる割 

合は大幅に低くなることも、心理 

学者のラッセルによって証明され 

ています。 

 

③ 夢の実現につながります。 

 家庭学習を工夫しながら行うことで、「もっと速く、正確にできるようになりたい」

「自分で工夫してまとめてみたい」「他のことも調べてみたい」などという学ぶことへ

の意欲にもつながります。また、毎日確実にやり続けることで、時間の管理や自分の行

動を管理できるようになります。 

 これらは、進学や進路のためだけではなく、将来にわたって非常に大切なことであり、

よりよい生き方、夢の実現につながります。 

 
 5分 5分 3分 3分 3分 

復習をすることで知識が増加します。 

 
復習しないとこれだけしか残りません。 

 

復習時間→ 

１７ 

 「なぜ家庭学習が必要なのか」等、目的や意義を児童生徒自身が理解することで、「やら

される家庭学習」から「自分からやる」家庭学習へと変化させましょう。 
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１８ 

（参考事例）家庭学習の意義について〔佐賀中学校〕 
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 西部教育事務所では、毎日の家庭学習時間のめやすとして、以下の時間を提案しています。 

学年×１０分＋１０分 

 （例）小学４年生 … ４×１０＋１０＝５０分 

    中学１年生（小６年＋中１年＝７年生として計算） 

          … ７×１０＋１０＝８０分 

＊休日や夏休みなどに自由に使うことのできる時間が確保できるのであれば、 

 さらに３０～６０分程度増やせるように指導しましょう。 

学校として求める学習時間のめやすを伝えましょう 

0 
10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 

100 

（分）

小学生

低学年

中学年

高学年
0 

10 
20 
30 
40 
50 
60 
70 
80 
90 

100 

（分）

中学生

１年

２年

３年

１９ 

【資料】 

 各学校で目安としている各学年の家庭学習時間（西部管内） 

                         家庭学習状況調査（H28.5実施）より 
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 家庭学習を習慣化するためには、できるだけ同じ時間帯に学習し、生活リズムの中に学習

の時間を位置付けることが大切です。 

 

 

  毎日の勉強時間帯を決めましょう 

 

 

生活リズムの中に学習を位置付けるよう働きかけましょう 

２０ 

 曜日別の日程表を盛り込み、個々の生活リズムに合わせた家庭学習の予定時間帯を記入さ

せるなどの方法が考えられます。 

９時 10時 11時

例

８時

10時 11時７時

４時 ５時 ６時 ７時

月

４時 ５時 ６時 ８時 ９時

火

水

木

金

９時 １１時 1時 ３時 ５時 7時 9時 11時

土

日

勉強学校（部活）

１０時 １２時 ４時 ６時 ８時 １０時２時
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２１ 

（参考事例）家庭学習の推進を意図した生活日誌の様式〔清水中学校〕 

  「家庭学習の手引き」ではありませんが、家庭学習の取組の充実を図るために、生徒が 

 毎日記入し担任が点検する生活日誌を活用した事例です。 

持ち物・宿題 

提出物等 

時間割・ 

授業内容 

家庭での生活 

・学習のようす 

コメント 

この週の家庭学習

の目標時間と実施

時間 
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まずは学校の宿題を行うことが大切です。 

宿題の次に、自分で決めた内容の学習を行います。 

① まず授業で分かったこと、分からなかったことを振り返り、その日 

  の家庭学習で取り組む内容を考えます。 

    ＊教科書や問題集の問題を解く。 

    ＊ノートをまとめ直す。 

    ＊テストをもう一度解く。         等 

  小学校高学年から中学生は「予習」にも取り組みましょう。 

    ＊次に習うところの教科書を読む。 

    ＊読めない漢字や難しい語句、単語の意味を辞書を使って調べ 

     る。                   等 

 

 

② 決めた内容について学習します。 

 

 

 

   

③ 家庭学習自体の振り返りを行い、「どのくらい達成できたか」「分 

  からないところはどこか」を明確にし、次の授業で注意するポイン 

  ト、先生や友達に質問する事項を整理して書き出します。 

  

家庭学習の進め方を明確にしましょう 

２２ 

宿 

題 

宿 

題 

以 

外 

の 

勉 

強 

計 

画 

振
り
返
り 

実 

施 

 家庭学習は「どのような手順で」「どんな内容をすればよいのか」等も伝えましょう。特

に、宿題以外の学習では、「予習」についての大切さも伝えていきましょう。 
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２３ 

（参考事例）見つけ勉強・自主学習についての取組内容例の提示〔清水小学校〕 

＊プリントや問題集の活用だけ 

 でなく、教科書の活用を促し 

 ましょう。  

＊高学年以上は、予習にも取り 

 組むように指導しましょう。  
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① 学習の前に、集中して学習ができる環境を作りましょう。 

 

   勉強する場所をきれいにし、テレビやゲームのスイッチも消して学習しましょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習の心得を伝えましょう 

２４ 

（参考事例） 

〔大月小学校〕 

 ある調査＊において、「家庭学習時間は平均より長いが、成績は下位層という生徒が約

12％」もいたという結果がありました。 

 このことからも、単に学習時間を掛けさせさえすれば学力が上がるというものではないこ

とが分かります。ただ単に「やりなさい」「机に向かいなさい」という指導ではなく、家庭

学習を確実に学力に結び付けるための「やり方の指導」も不可欠です。 

 家庭学習をどのようにやればよいのか、どんなことに気をつければよいのかを丁寧に伝え

ましょう。 

注）＊ベネッセ教育総合研究所による調査 

「やりなさい！」だけでなく、 

       「このようにやりましょう！」 
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① 

 

 

② 宿題から先にやりましょう。 

 

   宿題は、その日に学習したことをもっとしっかり習熟することをねらったり、これま 

  でに学習したことをもう一度復習した方がよいと考えたりした場合などに出されます。 

  また、次の日の授業のための宿題もあります。やることで、みんなに効果があると考え 

  たものを宿題に出していますので、必ず、宿題を先にやりましょう。 

 

 

 

③ 「覚える学習」と「考えたりまとめたりする学習」を交互に行いましょう。 

 

   これらの学習では脳の違う部分を使います。同じ学習を続けると、脳の同じ部分ばか 

  り使うことになり、脳も疲れます。「覚える学習」と「考えたりまとめたりする学習」 

  を交互に行うことで、脳の異なった部分を広く使うことになり、効率のよい学習につな 

  がります。 

   （例） 

 

 

 

 

 

 

 

④ 漢字や英単語を書くことが「作業」にならないようにしましょう。 

 

   漢字や英単語を覚える際に、「書いて覚える」ことは大切です。でも、１度に何回も 

  繰り返して書き、ノートを埋めることが目的になっていませんか？  その場合、単なる 

  手の運動（作業）で終わってしまう場合があります。必ず、覚えたかどうか、書いたも 

  のを隠して本当に書けるかどうかの確認（自己テスト）を行いましょう。 

２５ 

覚える学習 
単語や漢字、地名、年代、重要語句などを覚える。 
文章などを暗記する。 

考えたりまとめた
りする学習 

計算や文章題を解く。 
長い文章を読んで問いに答える。 
教科書や資料等を読みながら、ノートにまとめる。 
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① 

 

 

⑤ 小学校中学年以上は、「答え合わせも自分で」行いましょう。 

 

   答え合わせは「正解」「不正解」を確かめるだけの活動ではありません。学習内容の  

  理解に関わる重要なものです。 

   特に「不正解」だった問題については、「どこが違っているのか」「どうして違って 

  しまったのか」を丁寧に探り、再考することで、確かな理解や確実に覚えることにつな 

  がります。答えだけを写すのではなく、なぜ間違ったのか、どうしてそのような答えに 

  なるかをメモしておきましょう。 

   部活動などは、試合に負けた後、なぜ負けたのかをみんなで話し合って分析し、それ 

  を踏まえて今後の練習計画を考えますよね。同じことを学習場面でも行うことが、学力 

  を高める鍵になります。 

   （例） 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ ノートの「まとめ直し」がノートの「写し直し」にならないようにしましょう。 

 

   学校で学習した内容を、もう一度整理しまとめ直すことはとても有効です。しかし、 

  授業のノートなどを単に写し直すだけでは④と同様に「作業」になってしまいます。 

  ノートのまとめ直しをする場合は、次のことに気をつけましょう。 

    ・授業ノート（黒板や教科書）の丸写しではなく、自分の言葉で書きましょう。 

    ・理由や根拠、自分の気付きを書き加えましょう。 

    ・学習事項の関連性を考えてまとめたり、それらを表や図を用いて整理したりしま 

     しょう。 

２６ 

次に正答するための方法（ポイン

ト）を、できるだけ自分の言葉で

書きましょう。 
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 児童生徒の家庭学習の実施、充実には、家庭の方の励まし等の声掛け、点検等による協力

が不可欠となります。 

 家庭学習の取組について、保護者へも十分な説明を行いましょう。 

 

 

 

   おうちの方へ 
 

 一人一人の児童生徒の帰宅後の生活スケジュールは異なります。各家庭で、どの時間帯に

学習することがよいのかを話し合っていただき、「わが家のルール」の１つとして決めるこ

とが有効であると考えます。 

  （例）「 帰宅したら、まず宿題。」 

     「 塾、習い事のある日は、○時から。無い日は ○時から。」 等 

保護者にお願いしたいことを載せ、協力を得ましょう 

２７ 

「家庭で取り組む 高知の道徳」も 

 活用しましょう。 

「高知の道徳」は 
平成２９年度改訂版が出されます。 
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２８ 

（参考事例）保護者向け家庭学習の手引きの作成、配布〔三原小学校〕 



 

 

参考資料 
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       平成26年度文部科学省委託研究 

学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究 

（効果的な指導方法に資する調査研究） 

（平成27年3月 お茶の水女子大学） 

 

 

高い成果を上げている学校に共通する７つの特徴 

 

 １ 家庭学習指導 

   ・宿題＋自主学習、自分の関心に沿った学習と弱点を自分で発見し補充する学習 

   ・小学校では特に丁寧な指導を行う 

   ・必ず教師が読み、手を入れ、子どもに返す 

 ２ 管理職のリーダーシップと同僚性の構築、実践的な教員研修 

   ・教科を越えた研究授業、授業の見せ合いから同僚性へ 

   ・学校内外に授業を見に行く、県内外にかかわらず研修に出かける 

 ３ 小中連携教育 

   ・教育課程や学習習慣等の面で小中が連携し、系統性を持った指導を行う 

   ・特に中学校で成果 

 ４ 言語に関する授業規律や学習規律の徹底 

   ・書くこと、話すこと、聞くことを大切にする 

   ・ノート指導 

 ５ 学力調査の活用 

   ・学校の課題を明確にする際に活用 

 ６ 基礎基本の定着の重視と、少人数指導、少人数学級の効果 

   ・発展的な学習よりも、基礎基本の定着の方を重視 

   ・ＴＴや少人数指導を全校が支持 

 ７ 放課後や夏季休業期間中の補習 

   ・全ての教員が担う場合と、地域有償ボランティアが担う場合がある 

 

２９ 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 参考資料 

３０ 

 
平成26年度文部科学省委託研究 
「学力調査を活用した専門的な課題分析に関する調査研究（効果的な指導方法に資する調査研究）」 
 
  （概要） 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/112/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2015/
07/31/1359819_1.pdf 

  （報告書） 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/112/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2015/
07/31/1359819_2.pdf 
 

高い成果を上げた学校の取組の特徴の関係性 
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３１ 

 あなたの学校の家庭学習に対する指導を点検してみましょう。 

西部教育事務所 作成 （Ｈ２８） 



家庭学習アイデアＢＯＯＫ 参考資料 

３２ 

読書活動の推進について 

 

 子どもたちにとって読書は、人生について深く考える機会を与えてくれるなど、人間形成

のうえで大きな役割を担っています。読書により、広い世界を知り、豊かな心と感性を身に

付けた子どもは、人との絆を育み、人生をより深く、強く生きることができると考えます。

また、知的好奇心を支え、考える力や表現力を育むことも本の持つ大きな力です。 

 

 家庭での読書活動も推進していきましょう。 

 

「きっとあるキミの心にひびく本」は 
平成２９年度改訂版が出されます。 



西  部  教  育  事  務  所 
 

平成 ２９ 年 ４ 月 
 

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310307/ 


